
２
月

8
日(

日)

に
行
わ
れ
た

衆
議
院
議
員
総
選
挙
。
受
験
期
間

の
た
め
３
年
生
全
体
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

が
、
選
挙
後
に
編
集
部
1
年
生
で

話
し
合
っ
て
み
た
。
実
際
の
選
挙

を
見
て
、
編
集
部
員
か
ら
は
「
雰
囲

気
を
楽
し
み
た
い
か
ら
行
き
た
く

な
っ
た
」
と
い
う
声
が
上
が
っ
た
。

た
だ
し
、
前
回
509
号
の
直
前
ア
ン

 

 

実
行
委
員
が
語
る
合
唱
祭 

 

い
よ
い
よ
明
日
行
わ
れ
る
合
唱

祭
。
中
心
と
な
っ
て
活
動
し
て
き

た
合
唱
祭
実
行
委
員
長
の
小
沢
る

り
さ
ん
（
２
Ｇ
）
、
山
下
寧
々
さ
ん

（
２
Ｇ
）
、
小
口
絢
萌
さ
ん
（
２
Ｈ
）

に
聞
く
と
、
２
年
生
が
修
学
旅
行

後
学
年
閉
鎖
、
そ
の
後
も
学
級
閉

鎖
の
ク
ラ
ス
が
相
次
ぎ
、
準
備
が

大
変
な
こ
と
が
多
か
っ
た
と
口
を

そ
ろ
え
る
。
そ
ん
な
中
で
も
、
昨
年

度
の
合
唱
祭
の
改
善
点
な
ど
春
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
集
ま
っ
た
声
に
即

し
て
で
き
る
よ
う
に
、
１
年
生
と

連
絡
を
取
り
な
が
ら
動
い
て
い
た

そ
う
だ
。 

今
年
は
よ
り
平
等
な
審
査
を
す

る
た
め
に
１
学
年
の
審
査
を
音
楽

ク
ラ
ス
と
美
術
書
道
ク
ラ
ス
で
分

け
る
こ
と
、
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
す

る
た
め
に
先
生
投
票
で
審
査
を
行

２年生が修学旅行中に昼の放送で

行われた、放送部の「先生ラジオ」。

番組は、１月 26 日（月）、28 日（水）、

30 日（金）の計３回放送された。１

年部員が主となって、企画から収録まで行った。月曜日は青田先

生、水曜日は桐ケ谷先生、金曜日は小向先生がゲストとして登場

し、「高校時代に所属していた部活」や「バレンタインのエピソー

ド」、「錦城の先生とのエピソード」などのトークで番組を盛り上

げた。番組の最後には、先生のおすすめの曲が流された。実際に

ケ
ー
ト
で
は
「
受
験
と
重
な
る
と

時
間
を
取
れ
な
い
」
と
い
う
意
見

も
あ
っ
た
。
編
集
部
員
か
ら
も
地

元
の
期
日
前
の
投
票
所
は
遠
い

し
、
当
日
は
受
験
が
あ
っ
た
ら
自

分
は
行
か
な
い
か
も
と
い
う
声
が

上
が
っ
た
。 

社
会
科
の
石
井
智
先
生
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
「
衆
院
選
に

関
心
が
あ
る
」
錦
城
生
が
多
い
こ

う
こ
と
、
時
間
短
縮
の
た
め
に
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
や
ク
ロ

ー
ジ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
内
容
や

ク
ラ
ス
座
席
の
配
置
を
工
夫
し
た

こ
と
な
ど
が
改
善
点
だ
と
い
う
委

員
長
た
ち
。
昨
年
度
は
行
わ
れ
な

か
っ
た
先
生
合
唱
に
つ
い
て
小
口

さ
ん
は
、「
や
る
の
か
な
？
や
る
な

ら
お
楽
し
み
が
あ
る
よ
！
っ
て
感

じ
で
す
」
と
微
笑
む
。 

 

助
け
合
っ
て
、
最
高
の
合
唱
祭
へ 

 

「
合
唱
祭
実
行
委
員
は
縦
の
つ

な
が
り
横
の
つ
な
が
り
そ
れ
ぞ
れ

強
い
委
員
会
だ
な
と
思
い
ま
す
。

本
番
で
も
１
、
２
年
生
助
け
合
い

な
が
ら
行
っ
て
い
き
た
い
で
す
」

と
意
気
込
む
小
沢
さ
ん
。
山
下
さ

ん
は
そ
れ
ぞ
れ
の
素
晴
ら
し
い
美

声
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
そ
う

で
、「
み
ん
な
の
歌
声
が
轟
く
よ
う

な
素
晴
ら
し
い
合
唱
祭
に
し
ま

す
！ 

天
歌
声
奏
し
て
く
だ
さ

い
！
」
と
話
す
。 

生
徒
に
向
け
て
、
ク
ラ
ス
で
練

クラスで団結し真剣に練習に取り組む 

前回記事を見て話す編集部員 

楽曲をイメージ 

した鮮やかなのぼり 

タスキを託し、教員

チームも爆走！ 

  

２
月
１
日
（
日
）
、
小
平
公
民
館

を
ス
タ
ー
ト
地
点
と
し
て
「
第
46

回
こ
だ
い
ら
市
民
駅
伝
大
会
」
が

行
わ
れ
、
陸
上
競
技
部
女
子
１
チ

ー
ム
、
男
子
３
チ
ー
ム
、
さ
ら
に
錦

城
教
員
有
志
が
３
チ
ー
ム
出
場
。

錦
城
高
校
女
子
チ
ー
ム
が
一
般
女

子
の
部
で
優
勝
、
陸
上
競
技
部
男

子
の
錦
城
高
校
Ａ
チ
ー
ム
が
一
般

男
子
の
部
で
３
位
を
獲
得
し
た
。 

大
会
後
、
男
子
区
間
賞
を
と
っ

た
選
手
と
、
優
勝
し
た
女
子
チ
ー

ム
に
話
を
聞
い
た
。
男
子
の
２
区

２０２６年（令和８年）２月１６日（月曜日） 

 
明
日
２
月
17

日
（
火
）
に
合
唱
祭
が
行
わ
れ
る
。
３
人
の
委
員
長
が
語
っ
た
意
気
込
み

や
、
１
学
年
書
道
美
術
ク
ラ
ス
対
象
に
行
わ
れ
た
音
楽
科
・
新
野
先
生
の
合
唱
レ
ッ
ス
ン

の
様
子
を
お
伝
え
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
編
集
部
共
同
取
材
） 
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区
間
賞
を
獲
得
し
た
増
田
一
秀
さ

ん
（
２
Ｊ
）
は
地
元
の
大
会
で
い
つ

も
以
上
に
楽
し
か
っ
た
そ
う
だ

が
、「
今
大
会
は
男
子
３
連
覇
が
か

か
っ
て
い
た
の
で
悔
し
い
で
す
」

と
い
う
。
同
じ
く
４
区
区
間
賞
の

山
形
世
晃
さ
ん
（
１
Ｃ
）
は
大
会
直

前
で
怪
我
を
し
た
が
、
本
人
の
予

想
を
超
え
て
良
い
タ
イ
ム
だ
っ
た

そ
う
。
今
後
は
こ
の
タ
イ
ム
を
さ

ら
に
縮
め
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
る

そ
う
だ
。 

女
子
の
１
区
を
走
っ
た
菊
池
理

沙
さ
ん
（
２
Ｇ
）
は
、
修
学
旅
行
で

一
週
間
く
ら
い
走
れ
ず
心
配
だ
っ

た
が
昨
年
よ
り

15
秒
速
く
走
れ

１
年
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
ド
ン
・
マ
ク
リ
ー
ン
の
「
ア
メ
リ
カ
ン
・

パ
イ
」
。
60
年
代
の
ロ
ッ
ク
の
革
命
を
肌
で
感
じ
て
い
た
ド
ン
が
書

い
た
曲
だ
。
▼
歌
詞
中
に
は
飛
行
機
事
故
な
ど
を
連
想
さ
せ
る
フ
レ

ー
ズ
な
ど
が
多
々
あ
り
、
サ
ビ
で
は
バ
デ
ィ
・
ホ
リ
ー
の
「That'll 

Be the Day

」
と
い
う
曲
を
オ
マ
ー
ジ
ュ
し
「This'll be the day 

that 
I 

die

」
（
今
日
が
俺
の
死
ぬ
日
だ
）
と
歌
っ
て
い
る
▼
亡
く

な
っ
た
人
や
時
代
を
懐
か
し
ん
で
生
ま
れ
た
名
曲
は
多
い
だ
ろ
う
。

ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
が
亡
く
な
っ
た
と
き
３
人
の
ビ
ー
ト
ル
た
ち
は
彼

を
弔
い
、
曲
を
作
っ
た
。
ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ
ン
な
ど
多
く
の
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
達
も
ジ
ョ
ン
の
死
を
悲
し
み
、
曲
を
書
い
た
▼
そ
う
や
っ
て

生
ま
れ
た
数
々
の
名
曲
た
ち
は
人
々
の
心
に
悲
し
み
を
刻
み
、
今
も

な
お
輝
き
続
け
て
い
る
。
私
が
よ
く
聴
く
曲
に
も
沢
山
思
い
当
た
る

も
の
が
あ
る
▼
ロ
ッ
ク
に
は
自
由
で
、
反
逆
的
で
情
熱
的
な
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
私
に
と
っ
て
は
時
に
ロ
ッ
ク
は
鎮
魂
曲

だ
。
失
わ
れ
て
い
っ
た
者
た
ち
や
過
ぎ
去
り
し
日
々
を
悼
み
、
懐
か

し
む
気
持
ち
を
伝
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
聴
こ
え
る
▼
「
ロ
ッ
ク
ン
ロ

ー
ル
魂
」
な
ん
て
言
葉
が
あ
る
が
、
そ
の
魂
と
い
う
の
は
先
立
っ
て

い
っ
た
ロ
ッ
ク
の
英
雄
た
ち
を
哀
し
み
語
り
継
ご
う
と
す
る
残
さ

れ
た
者
た
ち
の
覚
悟
の
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
ロ
ッ
ク
が
私
は

大
好
き
だ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
菊
） 

１
９
５
９
年
、
バ
デ
ィ
・
ホ
リ
ー
ら
３
人
の
ア
メ
リ
カ
の

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
飛
行
機
事
故
で
亡
く
な
る
。
１
９
６
９

年
に
は
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
、
１
９
７
０
年
に
ジ
ミ
・

ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
ス
、
ジ
ャ
ニ
ス
・
ジ
ョ
プ
リ
ン
、
１
９
７
１

年
に
ジ
ム
・
モ
リ
ソ
ン
。
伝
説
的
な
ロ
ッ
ク
ス
タ
ー
た
ち
が

偶
然
に
も
27
歳
で
亡
く
な
る
▼
そ
ん
な
悲
劇
を
歌
っ
た
８

分
36
秒
の
長
尺
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
１
９
７
２
年
１
月
に

４
週
間
全
米
チ
ャ
ー
ト
１
位
、
同
年
の
年
間
ビ
ル
ボ
ー
ド
チ

ャ
ー
ト
３
位
と
い
う
結
果
を
収
め
た
名
曲
が
あ
る
。
１
９
７

むらさき草 

た
そ
う
。「
ベ
ス
ト
を
叩
き
出
せ
て

良
か
っ
た
」
と
振
り
返
っ
た
。
２
区

の
德
永
清
香
さ
ん
（
２
Ｋ
）
は
、
大

学
で
陸
上
を
続
け
る
か
は
分
か
ら

な
い
け
ど
、
一
生
忘
れ
な
い
大
会

に
な
り
ま
し
た
と
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
た
。
最
後
に
一
位
の
走
者
を

抜
か
す
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
３

区
の
大
野
彩
希
さ
ん
（
１
Ｂ
）
は

「
来
年
も
一
位
目
指
し
て
頑
張
り

た
い
で
す
」
と
意
気
込
ん
だ
。
４
区

を
走
っ
た
大
川
澄
和
さ
ん
（
１
Ｊ
）

は
「
前
の
３
人
の
お
か
げ
で
何
と

か
走
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
よ
り
速
く
走
れ
る
よ
う
頑
張

り
た
い
で
す
」
と
微
笑
ん
だ
。 

教
員
有
志
チ
ー
ム
で
出
場
し
た

榎
本
先
生
は
レ
ー
ス
後
、「
一
昨
年

よ
り

21
秒
縮
め
る
こ
と
が
で
き

て
、
嬉
し
か
っ
た
で
す
！
」
と
満
面

の
笑
み
。
小
高
先
生
は
「
応
援
し
て

く
れ
る
人
が
い
て
嬉
し
か
っ
た
で

す
」
と
話
し
た
。 

 
 

 

（
梅
） 

 

選手に多くの声援が送られる 

習
し
て
、
考
え
て
き
た
時
間
は
大

切
な
思
い
出
に
な
る
と
話
し
、「
残

り
の
時
間
、
全
力
で
練
習
に
取
り

組
ん
で
く
だ
さ
い
！
！
最
高
の
合

唱
祭
を
迎
え
、
精
一
杯
楽
し
み
ま

し
ょ
う
！
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。 

 

新
野
先
生
の
特
別
レ
ッ
ス
ン 

 

音
楽
科
の
新
野
先
生
に
よ
る

と
、
１
月
26
日
か
ら
２
月
16
日
ま

で
行
わ
れ
る
書
道
美
術
ク
ラ
ス
の

新
野
先
生
レ
ッ
ス
ン
は
、
川
越
先

生
か
ら
の
依
頼
だ
と
い
う
。「
ど
う

し
て
も
自
分
た
ち
だ
け
で
は
分
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
だ
か
ら
、
そ
の
ク
ラ
ス
の
人
た

ち
に
も
教
え
て
あ
げ
て
ほ
し
い
と

お
願
い
さ
れ
ま
し
た
」
と
の
こ
と
。 

新
野
先
生
は
合
唱
祭
が
と
て
も

楽
し
み
だ
そ
う
で
「
合
唱
祭
の
練

習
で
錦
城
が
音
楽
に
染
ま
る
の
が

と
て
も
心
地
よ
い
の
で
今
か
ら
わ

く
わ
く
し
て
い
ま
す
」
と
ほ
ほ
笑

ん
だ
。「
音
楽
ク
ラ
ス
以
外
の
ク
ラ

ス
が
ど
の
よ
う
に
歌
う
の
か
も
、

と
て
も
楽
し
み
で
す
。
合
唱
は
団

結
力
と
か
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大
切

だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
錦
城
生
に
エ
ー

新
聞
委
員
一

 ２月７日（土）から８日（日）にかけて、今年初めての雪

が降りました！久しぶりの積雪に錦城生は大はしゃぎ。 

 

一
面
：
合
唱
祭
直
前
！ 

実
行
委
員
長
が
意
気
込
む 

 
 

 

陸
上
競
技
部 

こ
だ
い
ら
市
民
駅
伝
に
出
場 

二
面
：
62

回
生
修
学
旅
行
特
集
２ 

 
 

 

１
日
目
＆
５
日
目
の
体
験
の
様
子 

と
は
好
ま
し
い
の
で
は
な
い
か

と
振
り
返
っ
て
く
れ
た
。
生
徒
へ

向
け
て
、
新
聞
な
ど
を
見
比
べ
記

事
を
比
較
検
討
し
、
自
分
自
身
の

意
見
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
語
る
。 

あ
る
編
集
部
1
年
生
は
、
「
一

票
を
投
じ
る
時
は
、
生
活
や
社
会

を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
し
っ

か
り
考
え
た
い
で
す
」
と
語
る
。

投
開
票
は
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
今
後
の
選
挙
や
政
治
の
行
方

に
つ
い
て
、
自
分
な
り
に
考
え
て

い
こ
う
。 

 
 

 
 

 
 

（
藤
） 

 

次の企画でお会いしましょう！ 

ル
を
送
っ
て
く
れ
た
。 

 

新
野
先
生
の
指
導
を
受
け
た
書

道
ク
ラ
ス
の
鈴
木
美
雨
さ
ん
（
１

Ａ
）
は
、「
楽
譜
の
知
識
な
ど
が
な

い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
を
的
確
に

教
え
て
く
れ
て
、
と
て
も
有
意
義

な
時
間
で
し
た
」
と
ご
満
悦
。
合
唱

が
大
好
き
な
木
船
稜
太
さ
ん
（
１

Ａ
）
は
「
ひ
ど
か
っ
た
だ
ろ
う
自
分

た
ち
を
褒
め
て
く
れ
、
と
て
も
優

し
く
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
て
と
て

も
嬉
し
か
っ
た
で
す
」
と
大
満
足

な
様
子
だ
っ
た
。 

合
唱
祭
は
、
こ
の
学
年
で
行
う

最
後
の
学
校
行
事
だ
。
ク
ラ
ス
で

団
結
し
、
歌
い
切
ろ
う
。 

   

学年・学級閉鎖が起こるなど、インフ

ルエンザが流行している。手洗い・う

がい・換気をしっかりして体調を整

え、ウイルスに打ち勝とう！ 

その放送を聞いた生徒は、「知らなかった先生方の一面や過去を知ることができ、すごく楽しいお昼休

みになりました！」と興奮気味に話した。 

収録した音声を時間内に収めるのが大変だったという部員の山田歩武さん（１Ｆ）は、「先輩方がい

ない中、初めての挑戦で、不安要素も大きかったです」と振り返る。「先生と楽しく」をテーマに企画

を進め、先輩方に恥じないような完成度を目指したそうだ。タイミングがあれば企画放送を続けてい

きたいという山田さん。「今後の放送部の動向に注目してください！」と笑顔でこれからを語った。（綿） 

 

509 号に掲載した内容に誤りがありました

ので、訂正し、お詫び申し上げます。 

【表】スキー記事 正：串田昌也先生 

         正：修了式 

         正：神田陸翔さん（２Ｇ） 

【裏】トイレ掲示 正：水田みゆき先生 

 

 

今回実演して下さったのは、国語科の田代直之先

生。紹介するのは「行く」という手話。人差し指を下

から軽く前に跳ね上げる、というもの。508 号で紹介

した「スキー」、今回の「行く」、495 号で紹介した「好

き（～したい）」をつなげると「スキー行きたい」に。 

保
健
室
前
の
ポ
ス
タ
ー 



（２） 

修学旅行を振り返ってみるとあっとい

う間だった。楽しい時間ほど速く経つと

いうが、まさにそうだった。 

 初日の観光では、クラスメイトたちと

いつも過ごしている教室から離れた、非

 日常の地で思い出を作ることができた。スキー実習では、雪山の中で

仲間と支えあって絆を深めながら、スキーの技術だけでなく、諦めず

挑戦することの大切さも学べた。最終日の体験学習では、東北の伝統

文化を実際に体験することで、その魅力をより深く知ることができた。 

進級までの時間も残り少なくなってきたが、修学旅行で得た経験や

思い出を胸に、残りの約一か月を充実したものにしたい。来年、修学

旅行に行く 63 回生も、前回と今回の記事を読んで修学旅行を楽しみ

にしてくれたら嬉しい。 
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笹かま焼き体験・いちご狩り 

E 組は、笹かま焼きの体験をした。棒にさした状態の笹かまを網で焼き、

自分の好きな焼き加減で食べることができた。 

ある生徒によると、笹かまの片面を焼いている際にクラスの間で「もう焼

けたかな？」といって焼き色がつく前にひっくり返し「まだだったぁ」と

屋外のスタジ

アムでは水族館

の生き物たちの

ショーを見るこ

とができた。最

初に出てきた鳥

は素早く客席を

飛び回り、観客

の頭すれすれを

通っていく。次

のアシカはトレ

水族館・いちご狩り 

B・C・D・F・G・H・K・L 組は、仙台うみの杜水族館と山元いちご

農園に訪れた。仙台うみの杜水族館では、様々な生き物たちの趣向を

凝らした展示を楽しんだ。三陸の海を表現した巨大な水槽は、背丈の

倍以上の高さがあり、自由に泳ぎ回るたくさんの魚たちに圧倒され
いう会話が飛び

交っていたこと

が印象的だった

そうだ。焼いた笹

かまは温かくふ

っくらとしてい

てとてもおいし

かったと笑顔を

見せた。笹かま焼

き体験が終わっ

た後に向かった

た。また、ちょうど節分にちなんだ特別展示も行われていた。

恵方巻の形をした筒が水槽内に設置されていて、その恵方巻

からあなごが顔を出すというユニークな姿が見られた。 

のは笹かま焼き体験をした鐘崎笹かま館に併設されている七

夕ミュージアム。歴代の仙台七夕祭りで使われていた笹飾りが

たくさん吊るされており、折り紙で作られた鶴が枝垂れ桜や藤

のようにつながって幻想的であったそうだ。ある生徒は七夕の

飾りを見て「伊達政宗公のいた時代から今にかけてほとんどき

れいに保管されているのは土地に住む人々とその歴史の積み

重なりの結晶であると感じました。機会があれば仙台七夕祭り

が行われる時期に行ってみたいです」と話している。 

松島 

Ａ・Ｉ・Ｊ・Ｍ組は松島観光をした。快晴の下、全員で乗っ

た遊覧船では松島の絶景を堪能。冷たい風が吹きすさぶ遊覧船

のデッキで笑顔で美しい島々を眺め、写真に残す生徒が多くい

けたそうで、「ただ楽しいだけではなく、災害を身近に感じることができていい体験になり

ました」と話してくれた。また、瑞巌寺五大堂も訪れたそうで、透橋という格子状の床板か

ら海面が見えるスリリングな橋も印象に残っているそうだ。「全体を通して、非日常を味わ

えました。とても楽しかったです」と笑顔で振り返った。 

た。また、デッキに出ず、暖かい船内でテーブルを

囲み、くつろぐ生徒も見られた。遊覧船には音声

ガイドがついており、生徒たちは飽きることなく

船上のゆったりとした時間を楽しんだ。 

遊覧船を降りてからは２時間ほどの自由散策の

時間が設けられており、生徒たちは仙台グルメを

楽しんだり、観光スポットを訪れたりと思い思い

に時間を過ごした。 

松島観光をしたある生徒は「自由散策では仲の

いい友達と雄島に行きました」と話す。雄島への

道中で、ここまで津波が来た、という標識を見つ

ーナーと息の合った芸を魅せ、客席からは「かわいい～」とい

う声があがった。ラストを飾るイルカは何度もダイナミック

なジャンプを披露し、大きな水しぶきがあがった。 

山元いちご農園では、各自好きにいちごを摘んでその場で

食べた。いちごの品種は２種類あり、ほどよい酸味があり爽や

かな「もういっこ」と甘くて果肉がしっかりしている「とちお

とめ」、どちらも甲乙つけがたい美味しさだった。売店でいち

ごのパフェを食べたりジャムをお土産に買っていたりする生

徒もいて、東北の美味しいいちごを満喫していた。 

午後には JR フルー

ツパーク仙台あらはま

に向かい、生徒たちは

イチゴ狩りを楽しん

だ。夕食の直前であっ

たためイチゴの食べ過

ぎで苦しんだ生徒も多

かったそうだ。 

お
鷹
ぽ
っ
ぽ
絵
付
け
体
験 

Ａ
組
は
お
鷹
ぽ
っ
ぽ
の
絵
付
け

体
験
を
行
っ
た
。
お
鷹
ぽ
っ
ぽ
は

山
形
の
伝
統
工
芸
品
で
、
一
刀
の

刃
物
の
み
で
切
り
出
さ
れ
た
木
を

彫
っ
て
作
る
。 

今
回
は
、
す
で
に
職
人
の
方
が

彫
っ
た
鷹
の
置
物
に
墨
で
模
様
を

付
け
る
体
験
を
し
た
。
職
人
の
方

の
見
本
を
も
と
に
、
ア
レ
ン
ジ
を

加
え
て
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
あ
る

も
の
を
作
ろ
う
と
試
行
錯
誤
す
る

生
徒
た
ち
。「
鷹
の
羽
に
左
右
対
称

に
模
様
を
つ
け
る
の
が
難
し
い
」

と
苦
戦
す
る
声
も
あ
っ
た
。 

友
達
同
士
で
ア
ド
バ
イ
ス
し
た

り
自
分
の
作
品
を
見
せ
合
っ
た
り

す
る
姿
も
見
ら
れ
、
和
や
か
な
雰

囲
気
の
体
験
だ
っ
た
。
ま
た
、
実
際

に
職
人
の
方
が
亀
の
置
物
を
木
か

ら
彫
り
出
す
様
子
も
見
せ
て
く
れ

た
。
た
っ
た
一
刀
の
刃
物
だ
け
で
、

素
早
く
鷹
の
形
を
作
り
出
し
て
い

く
様
は
圧
巻
だ
っ
た
。 

 

彫
り
駒
体
験 

Ｌ
組
は
「
将
棋
む
ら
天
童
タ
ワ

ー
」
に
て
彫
り
駒
体
験
を
行
っ
た
。

大
き
な
将
棋
駒
が
載
っ
た
建
物
の

外
観
に
、
生
徒
た
ち
の
驚
き
の
声

が
上
が
る
。 

中
に
入
り
、
彫
師
の
方
か
ら
説

明
を
受
け
て
、
い
ざ
作
業
開
始
。
と

こ
ろ
が
こ
れ
が
ス
キ
ー
に
負
け
ず

参
加
し
た
生
徒
は
「
粘
土
独
特

の
冷
た
さ
や
し
っ
と
り
し
た
感
触

で
小
学
校
の
図
工
の
授
業
を
思
い

出
し
ま
し
た
」
と
笑
顔
で
語
る
。
難

し
い
と
こ
ろ
は
ス
タ
ッ
フ
の
方
に

聞
い
た
り
相
談
し
た
り
し
て
作
っ

て
い
っ
た
そ
う
だ
。 

「
陶
芸
体
験
が
初
め
て
だ
っ
た

の
で
、
ろ
く
ろ
を
実
際
に
触
れ
て

嬉
し
か
っ
た
で
す
」
と
話
す
生
徒

も
い
た
。
陶
芸
を
テ
ー
マ
に
し
た

ド
ラ
マ
を
見
て
興
味
を
持
っ
て
い

た
と
言
い
、
今
回
の
体
験
を
楽
し

み
に
し
て
い
た
そ
う
。 

体
験
で
作
っ
た
焼
き
物
は
、
工

房
の
方
が
焼
き
上
げ
て
色
を
つ
け

て
か
ら
学
校
に
届
く
。
生
徒
た
ち

は
完
成
品
を
想
像
し
な
が
ら
色
を

選
び
、
笑
顔
で
互
い
の
作
品
を
見

合
っ
て
い
た
。
個
性
あ
ふ
れ
る
焼

き
物
た
ち
が
学
校
に
届
く
日
を
楽

し
み
に
待
つ
ば
か
り
だ
。 

 

ずんだシェイク 

想像より枝豆の風味がしっか

りしていた。濃厚でクリーミー。

甘すぎず、素材の良さがふん

だんに活かされた仙台名物。

多くの錦城生が買ったそう。 

牛タンコロッケ 

寒い日にぴったりの一品。

肉汁たっぷりで柔らかい

テクスチャの牛タンが味噌

のたれとマッチ！とにかく

おいしい。 

味
噌
作
り
体
験 

Ｃ
・
Ｅ
・
Ｊ
組
は
仙
台
駅
付
近
の

ホ
ー
ル
、「
山
形
テ
ル
サ
」
で
味
噌

作
り
を
行
っ
た
。 

作
っ
た
の
は
、
国
産
の
大
豆
や

麹
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
贅
沢
な

味
噌
だ
。 

参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
大
豆
を

足
で
粒
が
な
く
な
る
く
ら
い
ま
で

踏
み
、
塩
や
麹
を
入
れ
て
さ
ら
に

混
ぜ
た
そ
う
。
参
加
し
た
あ
る
生

徒
は
「
料
理
と
い
う
よ
り
土
木
作

業
み
た
い
な
感
じ
だ
っ
た
」
と
感

想
を
話
す
。 

作
っ
た
味
噌
は
各
家
庭
に
配
送

さ
れ
、
現
在
、
各
家
庭
で
発
酵
の
段

階
に
あ
る
そ
う
で
、
味
噌
を
食
べ

ら
れ
る
の
は
今
年
の
夏
ご
ろ
だ
そ

う
。「
発
酵
が
終
わ
っ
て
食
べ
る
の

が
楽
し
み
で
す
。
味
噌
汁
に
使
お

う
と
思
い
ま
す
」
と
生
徒
は
楽
し

そ
う
に
話
し
た
。 

和
菓
子
作
り
体
験 

Ｂ
・
Ｇ
組
は
乃
し
梅
本
舗
佐
藤

屋
さ
ん
の
指
導
で
、
蔵
王
体
育
館

で
行
わ
れ
た
和
菓
子
作
り
体
験
に

参
加
し
た
。 

こ
し
あ
ん
を
様
々
な
色
の
餡
で

包
み
、
専
用
の
道
具
を
使
い
な
が

ら
、
形
を
作
っ
て
い
く
と
い
う
体

験
を
行
っ
た
。
繊
細
な
餡
を
乾
い

て
し
ま
う
前
に
造
形
す
る
の
が
と

て
も
大
変
だ
っ
た
そ
う
だ
。 

有
名
な
菊
の
練
り
菓
子
を
作
る

工
程
の
体
験
や
、
各
自
で
お
も
い

お
も
い
の
形
の
和
菓
子
を
作
る
体

験
を
楽
し
ん
だ
。
自
分
で
作
っ
た

和
菓
子
は
各
自
持
ち
帰
り
、
美
味

し
く
食
べ
た
そ
う
だ
。 

参
加
し
た
あ
る
生
徒
は
「
難
し

い
工
程
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
作
品

に
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
反
映
さ
れ

て
い
て
面
白
か
っ
た
で
す
。
和
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
て
良
い
経
験

に
な
り
ま
し
た
」
と
振
り
返
っ
た
。 

陶
芸
体
験 

Ｄ
・
Ｆ
・
Ｈ
・
Ｉ
・
Ｋ
・
Ｍ
組
は

七
右
エ
門
窯
で
地
元
の
平
清
水
焼

の
陶
芸
体
験
を
し
た
。
平
た
い
お

皿
、
茶
碗
な
ど
の
器
、
ハ
ニ
ワ
な
ど

の
置
物
か
ら
好
き
な
も
の
を
選

び
、
好
き
な
よ
う
に
自
分
だ
け
の

焼
き
物
を
つ
く
っ
た
。 

粘
土
に
は
模
様
を
つ
け
る
こ
と

や
好
き
な
絵
を
掘
る
こ
と
が
で

き
、
生
徒
は
そ
れ
ぞ
れ
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
焼
き
物
作
り
に
熱
中
し
た
。 

華麗なジャンプを決めるイルカたち 

青い海を背景に記念写真 

と
も
劣
ら
な
い
難
関
だ
っ
た
。
優

し
く
丁
寧
に
彫
ろ
う
と
す
れ
ば
跡

も
つ
か
ず
、
か
と
言
っ
て
力
を
入

れ
れ
ば
あ
ら
ぬ
方
向
に
彫
刻
刀
を

運
ん
で
し
ま
う
。
そ
れ
で
も
助
言

を
も
と
に
少
し
ず
つ
コ
ツ
を
掴
ん

で
い
き
、
自
身
の
彫
っ
た
跡
を
確

か
に
残
し
た
。
仕
上
げ
を
彫
師
さ

ん
に
任
せ
、
今
は
完
成
品
の
到
着

を
心
待
ち
に
し
て
い
る
。 

体
験
後
、
生
徒

た
ち
は
各
自
買

い
物
や
お
や
つ

を
楽
し
み
、
施
設

の
方
々
に
花
笠

音
頭
で
見
送
ら

れ
て
タ
ワ
ー
を

後
に
し
た
。 
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前号に続いて、今回は 62 回生修学旅行のスキー以外の部分

の様子をお伝えする。一日目に行われた仙台観光と五日目に

行われた体験学習では、どちらもクラスごとに貴重な経験を

することができた。日常生活から飛び出してさまざまなもの

を体験した生徒の声もお届けする。（編集部共同取材） 

生
徒
が
絵
付
け
を
し
た 

お
鷹
ぽ
っ
ぽ
。 

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ

る
作
品
が
た
く
さ
ん
見
ら

れ
た
。 

 

慎重に文字を彫り進める 

みんなで笹かまを焼く 

色鮮やかな笹飾りの展示 

↑仙台名物 

ひょうたん揚げ 

↑生徒の作った和菓子 

見て楽しい！ 

食べて美味しい！ 

アドバイスをもらいながら製作 
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